
球磨川における現状の水害リスク情報や
取組状況の共有について 

資料－３ 

（１）球磨川流域における水害リスク 

（２）減災に係る取組状況 
①情報提供や水防、防災意識向上等の取組 
②河川管理施設の整備・活用に関する取組  



球磨川における災害リスク 



球磨川における地形特性 
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【下流】 
 扇状地であり、拡散型の氾濫域を形成。一旦氾

濫すれば、八代市街地を含む広い範囲に浸水
被害が及ぶ。 

 干拓で広がった八代平野は、ゼロメートル地帯で、
高潮被害を受けやすい。 

【中流】 
 約43kmに及ぶ山間狭窄部。洪水時に水位が

上昇しやすく、川沿いに散在する集落が洪水被
害を受けやすい。 

 川沿いにJR肥薩線・国道219号・県道が併走。
県道等の浸水により孤立する地区がある。 

【上流】 
 人吉・球磨盆地は周囲を急峻な山々に囲まれ、

多くの急流支川が流入。山地部に降った雨がすり
鉢状の盆地に集まりやすい地形。 

 人吉市街地の直上流で球磨川とほぼ同規模の
川辺川が合流。 

 人吉球磨盆地の最下流部に位置する人吉市、
球磨村では洪水が発生しやすい。 

▲ 

山間狭窄部 

八代市街地 

川辺川合流点 

山間狭窄部の出口 

人吉市街地 

▲ 

球磨盆地の出口 

主要都市 

流 域 界 

球磨川上流域 

凡   例 

川辺川流域 

 
 
 
 

 



過去の被害状況（１） 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

  

   

  
  
  

  
  

  

  
  
  

  

　　　　　　　  　 　 　
　　　　　　　          　 　 　

　　 　　　

　　　　　　　  
　　　　　　　           

　　　　　　　  
　　　　　　　           

  

　　　
　　　　　　　  

主な洪水と治水計画 

昭和12年 球磨川下流部改修計画策定 
下流部（八代市）直轄事業に着手 
<計画高水流量>：5,000m3/s （萩原） 

昭和22年 球磨川上流部改修計画策定 
直轄編入：上流部（人吉市～多良木町）（中流部は未編入） 
<計画高水流量>：5,000m3/s （萩原）  4,000m3/s （人吉） 

昭和31年 球磨川改修計画策定 
<基本高水のピーク流量>：5,500m3/s （萩原） 4,500m3/s （人吉） 
<計画高水流量>         ：5,000m3/s （萩原） 4,000m3/s （人吉） 
■市房ダム完成（国施工、熊本県管理）（昭和３５年３月） 

昭和29年8月洪水（台風） 
 最大流量：約2,800m3/s（人吉）、約3,600m3/s（横石） 
 家屋損壊・流失 106戸  浸水家屋562戸（床上）                                      

昭和38年8月洪水（梅雨） 
 最大流量：約3,000m3/s（人吉）、約3,600m3/s（横石） 
 家屋損壊・流失 281戸  浸水家屋 1,185戸（床上）  3,430戸（床下)                                   
昭和40年7月洪水（梅雨） 
 最大流量：約5,700m3/s（人吉）、約7,800m3/s （横石） 
 家屋損壊・流失 1,281戸  浸水家屋2,751戸（床上） 10,074戸（床下)                                      

昭和41年4月 球磨川水系工事実施基本計画策定 
<基本高水のピーク流量>： 9,000m3/s （萩原） 7,000m3/s （人吉） 
<計画高水流量>         ：7,000m3/s （萩原） 4,000m3/s （人吉） 

昭和47年7月洪水（梅雨） 
 最大流量：約4,100m3/s（人吉）、約5,500m3/s （横石） 
 家屋損壊・流失 64戸 浸水家屋2,447戸（床上） 12,164戸（床下)                                      

昭和57年7月25日洪水（梅雨） 
 最大流量：約5,500m3/s（人吉）、約7,100m3/s （横石） 
 家屋損壊・流失 47戸 浸水家屋1,113戸（床上） 4,044戸（床下)                                      
平成17年9月洪水（台風） 
 最大流量：約4,500m3/s（人吉）、約6,700m3/s （横石） 
 浸水家屋 46戸（床上） 73戸（床下)                                      
平成18年7月洪水（台風） 
 最大流量：約3,500m3/s（人吉）、約7,200m3/s （横石） 
 浸水家屋 41戸（床上） 39戸（床下)                                      

平成20年6月洪水（梅雨） 
 最大流量：約3,900m3/s（人吉）、約6,600m3/s （横石） 
 浸水家屋 18戸（床上） 15戸（床下)                                      

平成19年5月 球磨川水系河川整備基本方針策定 
<基本高水のピーク流量>： 9,900m3/s （横石） 7,000m3/s （人吉） 
<計画高水流量>     ：7,800m3/s （横石） 4,000m3/s （人吉） 

宝暦5年6月洪水 
 死者506人 家屋流失2,118戸 田畑22,000haに被害                            

昭和19年7月洪水 
 家屋損壊・流失 507戸 浸水家屋 1,422戸（床上)                                      

昭和48年 直轄編入：南川、中流部（旧坂本村～球磨村） 

昭和29年 直轄編入：上流部（湯前町～水上村） 

昭和46年8月洪水（台風） 
 最大流量：約5,300m3/s（人吉）、約7,100m3/s （横石） 
 家屋損壊・流失 209戸 浸水家屋1,332戸（床上） 1,315戸（床下)                                      

昭和2年8月洪水 
 家屋損壊・流失 32戸 浸水家屋 500戸                                      
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※1 最大流量とは洪水が氾濫せずに全て流下し、加えて市房ダムによる洪水調節が行われなかったと仮定した場合の流量（氾濫戻し流量）。 
※2 被害の概要の出典：「熊本県災異誌」、「熊本県災害誌」、「熊本県消防防災年報」等。H17、18、20 は聞き取り調査結果に基づく。 
※3 被災の概要は流域市町村の合計とした。また、近傍の2 級河川の氾濫や土砂災害によるものを含む。 
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過去の被害状況（２） 

 
 

人吉市九日町 

八代市萩原町 

昭和40年7月洪水（戦後最大の洪水） 

昭
和
57
年
7
月
洪
水 
平
成
17
年
9
月
洪
水 

   
 

人吉市宝来町 

人吉市相良町 

人吉市九日町 



過去の被害状況（昭和40年7月） 
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・梅雨前線の停滞により、６月２８日頃から丸４日に渡る長雨となり、球磨川流域で相当量の降
雨を記録した。その後、前線の活動が活発になり、７月２日深夜から７月３日早朝にかけての集
中豪雨により、上流から下流に至るまで、ほぼ全川的に甚大な浸水被害が発生した。 

 
 

 

 
 
 
 

昭和40年3月人吉市街部航空写真

昭和40年７月
実績浸水線

人吉橋

西瀬橋

人吉駅

青井阿蘇神社

人吉スポーツパレス
人吉球磨カルチャーパレス

国民宿舎
くまがわ荘

八代市萩原町

球磨川橋梁

球磨村神瀬

神瀬橋

国鉄球磨川第二橋梁（球磨村）

家屋損壊・流失  1,281戸 
床上浸水  2,751戸 
床下浸水 10,074戸 

  



２
日
雨
量
の
分
布
図 

雨の降り方によるピーク流量の違いについて 

・下記は、過去の洪水の雨の降り方と流量の関係を示したものであるが、特定の雨の降り方により引き
起こされたものではなく、様々な降雨パターンにより発生しており、流域全体の雨の降り方と水位変動
の状況を注意深く確認する必要がある。 

 
 

 
 

約5,000m3/s 

355.7mm 
最大2日雨量 

前期降雨 
多い 

約3,900m3/s 

401.9mm 
最大2日雨量 

約5,400m3/s 

最大2日雨量 
396.5mm 

約4,300m3/s 

最大2日雨量 
460.8mm 
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昭和４０年７月洪水 
【３５５．７㎜／２日】 

昭和４７年７月洪水 
【４０１．９㎜／２日】 

昭和５７年７月洪水 
【３９６．５㎜／２日】 

平成１７年９月洪水 
【４６０．８㎜／２日】 

前期降雨 
多い 

前期降雨 
多い 

前期降雨 
少ない 

球磨川全域
で 降 雨 量 が
多いが、特に
球磨川及び
川辺川上流
域で降雨量
が多い 

球磨川全
域 で 降 雨
量が多いが、
特 に 流 域
の 南 側 で
降 雨 量 が
多い 

球磨川全域
で降雨量が
多い 

球磨川及び川
辺川の上流域
に降雨が偏って
いる 

※流量は人吉地点における実績流量 

 



堤防の整備状況 
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・堤防が必要な区間103.0kmのうち、78.1km（平成27年度末時点）の堤防が完成しており、
完成堤防率は約75.8％。 

・計画断面に対して高さや幅が不足している区間があり、洪水により氾濫する恐れがある。 

 
 

 
 

 
 



浸水想定区域（施設計画規模） 
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・球磨川における施設計画規模の外力による浸水想定区域図を八代河川国道事務所のＨＰ等で
公表している。 

http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/bousai/kuma_shinsui.html 

※平成27年の水防法改正を受け、想
定し得る最大規模の降雨を前提とし
た洪水浸水想定区域を検討中 



重要水防箇所 
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・現在の堤防の高さや幅、過去の漏水などの実績などから、洪水に対してリスクの高い箇所を早期に
発見するために、あらかじめ水防上特に注意を要する区間を定め、重要度に応じて重要水防箇所と
して指定している。 

重要水防箇所の危険度 

Aランク 
水防上最も重要な箇所で、洪水が堤防を
越える恐れがある箇所。または、川満杯に
洪水が流れたときに、堤防が壊れる恐れの
ある（堤防の大きさが不足している）箇所。 

9.3km 

Bランク 
水防上重要な箇所で、洪水を安全に流せ
る堤防の高さに余裕がない箇所。または、
堤防の大きさに余裕がない箇所。 

18.8km 

要注意 
新しく堤防を作った箇所で、完成後３年未
満の箇所。また、過去に堤防が壊れた跡、
昔、川が流れていた場所。 

23.2km 

重点 
区間 

水防活動上の必要性に応じて、特に水防
時に重点的に巡視すべき箇所。 6.7km 



減災に係る取組状況 



萩原水位観測所

大
野
水
位
観
測
所

渡水位観測所

多
良
木
水
位
観
測
所

一
武
水
位
観
測
所

人吉水位観測所

②八代市全域 ①八代市坂本町

水防法に基づく洪水予報、水位周知 
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氾濫危険水位 

水防団待機水位 

水防団が出動して河川の警戒にあたる水位。のり崩れ、
洗掘、漏水などの災害が発生する危険性がある水位 

避難判断水位 

洪水予報の基準となる基準観測所水位   

市町村による避難準備情報の発令判断の目安であり、
住民のはん濫に関する情報への注意喚起になる水位 

市長村長による避難勧告等の発令判断の目安であり、
住民の避難判断の参考になる水位  

水防団が水防活動の準備を始める目安となる水位 

基準水位観測所と水防受け持ち区間   

▼氾濫危険水位 
▼避難判断水位 

▼ふだんの水位 

危険度レベル１ 
危険度レベル２ 
危険度レベル３ 
危険度レベル４ 

・球磨川水系では、避難勧告の発令判断の目安となる氾
濫危険情報の発表等の洪水予報を実施している。 

・洪水予報等の防災情報の持つ意味や防災情報を受けた
場合の対応について共有しておく必要がある。 

・氾濫危険水位は、受け持ち区間内の危険箇所において
氾濫がはじまる水位を基準水位観測所の水位に換算し、
避難に必要な時間を考慮して設定している。 

氾濫発生 
危険度レベル５ 



台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、直轄河川管理区間沿川の市町村の
避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）のイメージ（たたき台）

八代河川国道事務所 住民等球磨村
（渡・中園・田頭・一勝地・池下）

気象・水象情報

水防団待機水位到達
渡水位観測所（水位5.00m）

水防警報（待機・準備）

氾濫注意水位到達
渡水位観測所（水位6.00m）

注意体制

避難判断水位到達
渡水位観測所（水位7.60m）

洪水予報（氾濫注意情報）

洪水予報（氾濫警戒情報）

氾濫危険水位到達
渡水位観測所（水位8.70m） 洪水予報（氾濫危険情報）

水防警報（出動）

○水防団待機

警戒体制

非常体制

非常体制

○ホットライン（氾濫危険水位到達）

○○地区避難勧告

○○地区避難準備情報

○1時間ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

○避難所開設の準備

堤防天端水位到達・越流 洪水予報（氾濫発生情報） ○○地区避難指示

避難完了

要配慮者避難開始

氾濫発生

※避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン（案）（内閣府：平成26年4月）を参考に作成。
※時間経過や対応項目については想定で記載しており、各地域や自治体の体制及び想定する気象経過に応じた検討が必要である。

○避難が必要な状況が夜間・早朝の
場合は、避難準備情報の発令判断

○必要に応じ、助言の要請

○施設（ダム・水門・排水機場等）の点検・操作確認

○連絡要員の配置

○管理職の配置

避難開始

○首長若しくは代理者の登庁

○リエゾンの派遣

○巡視・水防活動状況報告

○休校の判断、体制の確認等

○水防警報（警戒）

緊急復旧、堤防調査委員会設置

○要配慮者施設、主要事業者に
洪水予報伝達

○災害対策機械の派遣要請

○災害対策機械の派遣

-72h

-48h

-24h

-18h

-12h

0h

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

○リエゾン体制の確認

○協力機関の体制確認

○出水時点検（巡視）

-6h

○テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる気象警報等の確認

○防災無線、携帯メール等による避
難準備情報の受信

○避難の準備（要配慮者以外）

○テレビ、インターネット、携帯メール
等による大雨や河川の状況を確認

○防災無線、携帯メール等による避
難指示・避難勧告の受信

○CCTVによる監視強化

【注意体制】

【警戒体制】

【非常体制】

○水門、樋門、排水機場等の操作

○漏水・侵食情報提供

○被害状況の把握
（ヘリコプター等による迅速な状況把握）

○TEC-FORCEの活動

○被害状況・調査結果等の公表

○水防団等への注意喚起

○自衛隊への派遣要請

○避難者への支援

○ハザードマップ等による避難所・避
難ルートの確認

避難解除

○災害・避難カードの確認

○防災グッズの準備

○自宅保全

○大雨特別警報の住民への周知

基準水位見直し後

最終的な危険回避行動

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等）

○リエゾンの派遣要請

【（災害等支援）警戒体制】

○水閘門操作員の避難指示

○水防団員の避難指示

注意体制

◇台風に関する熊本県気象情報発表
（随時）

◇台風進路予報

◇大雨、洪水警報発表

◇大雨、洪水、強風、高潮、波浪注意報発表

○台風に関する台風説明会

◇台風に関する九州北部地方気象情報
発表（随時）

◇大雨、洪水、暴風、高潮、波浪警報発表
◇特別警報予告記述の台風に関する

熊本県気象情報発表

◇台風に関する熊本県気象情報発表

○ホットライン＆メール（熊本地方気象台）

◇大雨、暴風、高潮、波浪特別警報発表

◇特別警報に関する気象庁及び
福岡管区気象台記者会見

○ホットライン＆緊急防災メール（熊本地方気象台）

※台風上陸
◇台風に関する熊本県気象情報発表

○ホットライン＆メール（熊本地方気象台）

※気象・水象情報に関する発表等のタイミング
については、地域・事象によって、異なります。

○ホットライン＆緊急防災メール（熊本地方気象台）
◇特別警報解除

○ホットライン（熊本地方気象台）

○職員出勤（急激な水位上昇の監視）

○大雨、暴風、高潮、波浪特別警報の住民への周知

○ホットライン（避難判断水位到達）

○ホットライン（氾濫発生）

○TEC-FORCEの派遣要請

避難完了

避難勧告の発令に着目したタイムライン 

○○町 
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 地域防災計画に避難勧告発令の基準が記載されている。  
 地域防災計画に、より具体的に避難勧告の発令の時期や対象地区を記載するなど、タイムライン

の策定を進めている。（人吉市と球磨村では検討会を開催し詳細版を検討している。） 

タイムライン 
イメージ 



タイムラインの整備 
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・住民の生命を守るために、先を見越した早期の災害対応のためのタイムラインの整備を進めている。  
・人吉市と球磨村では、平成27年度より「球磨川水害タイムライン検討会」にてタイムラインの詳細版
について検討を進めており、「平成28年度洪水試行用タイムライン」が完成した。 

・平成28年度の洪水時に試行・運用し、必要な改良を実施していく予定。 

検討会の開催状況 



インターネット等を利用した河川情報・リスク情報の提供 
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・河川水位、洪水予報、ハザードマップ等の情報をホームページやテレビを通じて提供している。 
・このような情報取得ツールを地域住民の方々などにより一層周知していく必要がある。 

http://www.river.go.jp/ 

パソコンやスマートフォ
ン・携帯電話から防災
情報を入手できる 

 

パソコンやスマートフォ
ンハザードマップ情報を
入手できる 

テレビ画面 

デジタル放送のデータ
放送で河川水位や雨
量などを確認できる http://disaportal.gsi.go.jp/ 



球磨川流域に着目した河川情報の提供 
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・外出先からでも河川の現状を確認できる球磨川に特化した防災情報を提供している。 
・映像だけでなく、リアルタイムに雨量や水位等の各種の防災情報を確認できる。 
・このような情報取得ツールをこれからも充実していく必要がある。 

ライブカメラ 水位観測所 

雨量観測所 携帯画面案内 



教育の場を通じた水防災学習・教育の取組 
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・八代河川国道事務所では、住民自ら察知し主体的に避難できるよう、降雨から洪水が発生するま
でのメカニズムや防災情報の意味等について、小学校等の教育の場を通じて、これまで以上に積極
的に説明していく必要がある。 

■出前講座の配布
チラシの例 



災害を風化させない取組 
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・まるごとまちごとハザードマップの取り組み（浸水深や避難所など洪水に関する情報を洪水関連
標識として生活空間である「まちなか」に表示することにより、日頃から「洪水」への意識を持ち、浸水
深・避難所等を知ることにより、発災時には安全かつスムーズな避難行動に繋げ、洪水による被害を
最小限にとどめることを目的とするもの） 
・マイハザードマップの取り組み（洪水ハザードマップ等を活用し、地域コミュニティ単位で、避難場所
や避難経路、洪水に対してリスクの高い箇所など自分たちの町を自分たちで点検・確認のうえ、これ
らの必要な情報を載せた地域独自のわかりやすいマップを作成し、より実践的な防災マップとして日頃
からの災害への備えや安全な避難へ利活用することを目的とするもの） 

日常時

地域の洪水意識の高まり

洪水を知る

日常時

避難所位置、避難の学習

避難を知る

発災時

判断のための情報提供

状況を知る

日常から“知る”ことで…

安全かつスムーズな避難

まるごとまちごと
ハザードマップ

マイハザードマップの取り組み 



河川の巡視と水防資機材の整備状況 
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・出水時には河川管理者が河川巡視を実施している。 
・円滑な水防活動ができるよう更なる情報共有を図る必要がある。 

八代－１

八代－２ 八代－３ 八代－４

八代－５

八代－６

人吉－1 人吉－２ 人吉－３

人吉－４

人吉－５

国管理区間における河川巡視区間図 
・河川巡視区間は河川の両岸 
・「八代－２」派川前川、南川 
・「人吉－２」支川万江川を含む 
・「人吉－３」支川川辺川を含む 《八代出張所管内》 

土砂 約20,000m3 

根固め 約1,700個 
袋詰め根固 約300個 
土のう袋 約1,000袋 
袋詰め根固 約200袋 

《人吉出張所管内》 
土砂 約66,000m3 

根固め 約1,200個 
土のう袋 約2,300袋 

 
  

  
  

  
  

  
  

 
  

  
  
  

  
  



排水施設、排水資機材の操作・運用 
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・内水等による浸水被害が頻発している地域では、浸水被害を解消するために可搬式の排水ポンプ
による排水対策を実施している。 

・人吉出張所管内に排水ポンプ車を２台配備し、機動的な排水対策が可能なよう備えをしている。 

   

   

 

川表側（送水管吐口部）の状況 川裏側（釜場、ポンプ）の状況 

 

 

排水ポンプ車稼働状況 

錦 町 

排水ポンプ車 
車庫 

排水ポンプ車 
車庫 



堤防等河川管理施設の整備 

20 

・平成21年1月以来、国土交通省、熊本県及び流域市町村は、「ダムによらない治水を検討する
場」において検討を重ね、現時点において現実的な対策を最大限積み上げ、着手可能な箇所から
順次実施している。 

伊佐市

えびの市

川
辺
川

前川
南川

市房ダム

上流部

下流部

人吉

中流部 水上村

多良木町

湯前町

あさぎり町

錦町

相良村

五木村

山江村

球磨村
芦北町

人吉市

八代市

0 10km

※いずれも必要に応じて関係機関と協議

未対策地区の宅地嵩上げ

堤防の質的強化対策

堤防未整備地区の段階的築堤
（川辺川：国管理区間）

被害を最小化するための
ソフト対策

市房ダムの操作の変更
横石

萩原地区の堤防補強

堆積が著しい箇所等の掘削

嵩上げ実施済み地区への対応

下流部の掘削（一部）

下流部改修の進捗状況に
合わせた内水対策（渡地区）

球磨川

引堤・掘削（上流）

市房ダムの有効活用

掘削（18k600）

掘削（40k400）

遊水地

人吉橋下流左岸の

掘削・築堤

川辺川筋の治水対策

直ちに実施する対策

追加して実施する対策(案)

大野

 しかし、これらの対策
の実施によって達成可
能な治水安全度は、全
国の直轄管理区間の
河川整備計画の目標と
比較して低い水準にとど
まることから、国土交通
省、熊本県及び流域
市町村は、新たに「球
磨 川 治 水 対 策 協 議
会」を設置し、全国的に
見て妥当な水準の治水
安全度を確保するため
の対策について検討を
進めている。 



L=0.15㎞

L=0.60㎞

L=2.80㎞

L=1.20㎞

L=0.15㎞

L=0.15㎞

L=0.15㎞

L=0.18㎞

L=0.39㎞

L=0.40㎞

L=0.30㎞

L=0.40㎞

L=0.81㎞

L=0.10㎞

L=0.03㎞

L=1.10㎞

L=1.10㎞

L=0.15㎞

凡例 浸透対策 ﾊﾟｲﾋﾟﾝｸﾞ対策
流下能力対策 侵食対策

浸透対策 ﾊﾟｲﾋﾟﾝｸﾞ対策 流下能力対策 侵食・洗掘対策

9.1km － 1.1km 8.0km 1.1km

内訳
全体実施延長
（重複無し）
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※具体の実施箇所等については、今後の調査検討や、洪水被害の発生状況等によって変わる場合があります。 
※表示されている各対策の延長計については、四捨五入の関係で概要図と合致しない場合があります。 
※今後概ね５年間で対策を実施する区間を記載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洪水を安全に流すためのハード対策 概要図 

 

            
            



市房ダムの洪水調節効果（昭和40年7月洪水時の操作） 
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経緯

○昭和28年4月 建設着手(建設省施工)

○昭和35年3月 完成・管理開始

○昭和35年5月16～ 熊本県による管理開始

人吉市

球磨村

五木村

水上村

山江村

錦町

▲

芦北町

球磨川

川
辺
川

八代市

相良村

▲

位 置 図

0 10km

多良木町

湯前町

あさぎり町

市房ダム

市房川ダムによる
治水効果区間

概ねのかんがい区域

発電所 集水区域

人吉地点上流域 市房ダム上流域

1,137k㎡ 157.8k㎡
(1.00) (0.14)

(人吉上流域を１とした場合)

流域面積

約３０Ｋｍ

多良木

人吉

柳瀬

一武

市房ダムが無い場合の想定水位

市房ダム有りの水位（実績）

6 10 12 14 162 4 531 9 11 13 1523 87

7/2 7/3
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市房ダムの洪水調節効果（昭和４０年７月洪水）

水
位

（ｍ）

水
位

（ｍ）

水
位

（ｍ）

水
位

（ｍ）

注）一武地点水位の市房ダム
有り水位は計算値

市房ダムの洪水
調節により、球
磨川本川では
洪水ピーク付近
の河道水位は
低下している。 

市房ダム洪水調節実績（昭和38年～平成27年） 

  

・市房ダムの洪水調節により、球磨川本川では洪水ピーク付近の河道水位は低下している。 
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調節量 

最大放流量 
最大流入量 

◆平成27年までの53年間に66回の洪水調節を行っています。 
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